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【研究要旨】 

目的：  

本研究では、急性期の入院患者を対象に、以下を目的に実施する。 

1） 看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マネジメントに活用可能な、患者アウトカムに関連

する看護資源指標を開発する。 

2） 有事における適切な看護資源配分の検討に活用可能な指標について考案する。 

これらを通じて、地域や施設における最適な看護提供体制構築に資する政策提言を目指す。 

 

方法：  

1. 看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マネジメントに活用可能な看護資源指標の検討 

研究協力施設から、「DPC データ（様式 1、EF ファイル、H ファイル）」および「入院基本料等の

施設基準に係る届出書添付書類 様式 9」を収集し、看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マ

ネジメントに活用可能な看護資源指標に関して、生存退院と死亡退院症例の分布を比較すること

で検討した。 

2. 有事における適切な看護資源配分に活用可能な指標の考案（多施設データを用いた分析） 

昨年度実施した単施設におけるプレスタディーにおいて考案した有事における適切な看護資

源配分に活用可能な指標の開発の方法論ならびに指標について、多施設での汎用化可能性を

検討した。具体的には、①普段当該病棟に入院しない診療科や疾患群の患者の入院等で混乱が

発生している、②不要不急の患者の割合が減少することで重症患者が相対的に増加している、③

重症系病床での療養が望ましい患者が一般病棟へ入院していることを示す指標等について検討

した。 

 

結果： 

1. 看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マネジメントに活用可能な看護資源指標の検討 

死亡退院症例の一日あたりの患者あたり平均看護ケア時間および平均看護ケア充実指数の値

は生存退院症例より低い傾向であり、平均看護ケア時間および平均看護ケア充実指数と患者ア

ウトカム（生存/死亡退院）との関連において有意差が見られた。 

2. 有事における適切な看護資源配分に活用可能な指標の考案（多施設データを用いた分析） 

診療科混成度（指標１）、急性期医療提供患者割合（指標５）、ICU 相当患者（ICU でのケアと同

等のケアが必要と考えられる患者）割合（指標 6）等の多くの指標の値が有事と考えられる期間に

おいて上昇していた。 
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 結論：  

看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マネジメントに活用可能な看護資源指標として、1 日

あたり平均看護ケア時間、ならびに看護必要度から算出される 1 日あたり平均看護ケア充実指数

を検討したところ、患者アウトカム向上に資する指標としての利用可能性ならびに基準値算出の可

能性について示唆された。 

有事における適切な看護資源配分に活用可能な指標については、診療科混成度や患者の状

態像の可視化を通じて、多施設での分析でも同様の結果を確認できたため、昨年度考案した手法

は汎用可能であると考えられた。 

本研究ではいずれの分析においても様々な限界はあるものの、検討した指標については、地

域や施設における最適な看護提供体制の構築に向けた適切な看護サービス・マネジメントに活用

可能であると考える。 

 

 

A.  研究目的 

現在我が国では、医療の質を担保しながら医

療資源を適切に配分することが求められており、

看護資源についても最適配分を目指したマネ

ジメントが課題となっている。 

看護サービス（看護資源）と患者アウトカムの

関係については、欧米では「看護師の受け持ち

患者数や配置状況等が患者の死亡率等に影響

する」ことが報告（Schenkel2011, Griffiths et.al 

2018）されている。 

そのような中、日本においても、看護資源（患

者に対する看護師数（量）や専門性を有する看

護師の配置状況（質）等）が患者アウトカムに与

える影響について明らかにされつつある。 

しかし、地域や施設内で看護資源を最適配

分するためには、当該地域・病棟等における看

護ニーズを把握した上で配分する必要がある。

また、昨今のコロナ禍といった有事に対応した

評価手法も必要である。 

そこで本研究では、急性期の入院患者を対

象に、以下を目的に実施する。 

1） 看護ニーズに基づく適切な看護サービ

ス・マネジメントに活用可能な看護資源

指標の開発、ならびにその指標を用い

た際の基準値や標準値の算出に関する

方法論について検討する。 

2） 初年度の単施設の分析結果を基に、

Covid-19 感染症拡大期における急性期

医療機関の診療科混成度が増すことに

よる業務の不慣れ感や多様で煩雑な状

況、患者像の変化について多施設デー

タにより比較し、有効な人員配置のため

の分析手法を考案する。 

これらを通じて、地域や施設における最適な

看護提供体制構築に資する政策提言を目指す。 

 

 

B.  研究方法 

1 看護ニーズに基づく適切な看護サービス・

マネジメントに活用可能な看護資源指標の

検討 

研究協力施設から、患者の性別や年齢、疾

患、退院時転帰、入院病棟、重症度、医療・看

護必要度（以下、看護必要度）に関する情報を
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含む「DPC データ（様式 1、EF ファイル、H ファ

イル）」および各施設それぞれの病棟の看護師

（正看護師、准看護師）に関する日々の各シフト

帯（日勤帯およ夜勤帯）における勤務時間が病

棟別にわかる「入院基本料等の施設基準に係る

届出書添付書類 様式9」を収集した。１日あたり

の患者あたり平均看護ケア時間や平均看護ケ

ア充実指数の基本統計量については、全体お

よび生存退院、死亡退院の患者に対して算出し、

生存退院患者と死亡退院患者の 2群に対して、

連続変数についてはマン・ホイットニーの U 検

定で、カテゴリー変数についてはχ二乗検定で

比較した。看護ニーズに基づく適切な看護サー

ビス・マネジメントに活用可能な看護資源指標

の基準値の算出に関しては、生存退院と死亡退

院症例の分布を比較することで検討した。 

 

2 有事における適切な看護資源配分に活用

可能な指標の考案（多施設データを用い

た分析） 

昨年度実施した単施設におけるプレスタディ

ーにおいて考案した有事における適切な看護

資源配分に活用可能な指標開発の方法論なら

びに指標について、多施設での汎用化可能性

を検討した。 

対象は個別に同意を得た DPC 参加病院のう

ち東京都および神奈川県に所在する医療機関

で、2019 年 4 月～2022 年 3 月に在院しかつ

Covid-19 感染症患者を受入れていない病棟に

在院した患者である。まず、入院患者を年度別

に比較することで、①普段当該病棟に入院しな

い診療科や疾患群の患者の入院等で混乱が発

生している、②不要不急の患者の割合が減少

することで重症患者が相対的に増加している、

③重症系病床での療養が望ましい患者が一般

病棟へ入院していることを示す指標等の汎用可

能性について検討した。次に「不慣れ」や「業務

の複雑さや煩雑さ」を示す変数である診療科混

成度を従属変数とし、「重症度、医療・看護必要

度」で示される患者像等を独立変数とした重回

帰分析を行い、「忙しい」と表現される患者像を

明らかにした。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、産業医科大学倫理審査委員会の

承認（承認番号：第 H29-246 号）及び東京医科

歯科大学医学部倫理審査委員会（受付番号

M2018-088-03）を得て実施した。 

 

 

C．研究結果および考察 

1 看護ニーズに基づく適切な看護サービス・

マネジメントに活用可能な看護資源指標の

検討 

生存/死亡退院症例を比較したところ、死亡

退院症例の一日あたりの患者あたり平均看護

ケア時間および平均看護ケア充実指数の値は

生存退院症例より低い傾向であり、平均看護ケ

ア時間および平均看護ケア充実指数と患者ア

ウトカム（生存/死亡退院）との関連において有

意差が見られた。さらに、患者アウトカムのリス

ク調整のため患者要因（性、年齢、CCI スコア）

から予測される死亡確率の四分位で 4 群に分

け、各々の群の生存と死亡退院症例ごとの平

均看護ケア時間および平均看護ケア充実指数

の分布を検討したところ、リスク調整前と同様の

傾向であった。 

 

2 有事における適切な看護資源配分に活用

可能な指標の考案（多施設データを用い

た分析） 

抽出した施設は 54 施設 310 病棟であっ
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た。2019-2020年度分析は対象施設全て（54

施設）、分析レコードは 176,783日・病棟、

2019-2021年度分析は 15施設、38,584日・

病棟であった。 

診療科混成度（指標１）、急性期医療提

供患者割合（指標５）、ICU相当患者（ICU

でのケアがと同等のケアが必要と考えら

れる患者）割合（指標 6）等の多くの指標

の値が有事と考えられる期間において上

昇していた。 

重回帰分析の結果については、2020年度

解析及び 2020-2021 年度解析のいずれに

おいても「日常生活介助などのケアが必要

な患者割合（指標２）」（Β=7.62,p＜

0.01,Β＝7.65,p＜0.01）、「急性期医療提

供患者割合（指標５）」（Β=4.97,p＜

0.01,Β＝13.46,p＜0.01）の上昇は、「診療

科混成度（指標１）」上昇に影響していた。

一方で、「手術以外の急性期治療が必要な

患者割合（指標３）」（Β=-10.19,p＜

0.01,Β＝-15.28,p＜0.01）、「手術後の患

者割合（指標４）」（Β=-7.56,p＜0.01,Β＝

-16.32,p＜0.01）は、「診療科混成度（指標

１）」減少に影響していた。 

 

 

D. 結論  

看護ニーズに基づく適切な看護サービス・マ

ネジメントに活用可能な看護資源指標として、1

日あたり平均看護ケア時間、ならびに看護必要

度から算出される 1 日あたり平均看護ケア充実

指数を検討したところ、患者アウトカム向上に資

する指標としての利用可能性ならびに基準値算

出の可能性について示唆された。ただし、今回

の分析においては様々な限界もあるため、今後

これらの留意点を念頭に置きながら、看護ニー

ズに基づく適切な看護サービス・マネジメントに

活用可能な看護資源指標、ならびにその基準

値等に関するさらなる検討が必要である。 

有事における適切な看護資源配分に活用可

能な指標については、診療科混成度や患者の

状態像の可視化を通じて、「忙しい」という主観

的に表現された病棟状況を明示する一方法論

の活用可能性を検討した。その結果、多施設で

の結果でも同等の結果を確認できたため、汎用

可能であると考えられた。本研究で検討した指

標は、効率的で安全な看護師の人材配置や良

好な病棟運営のために活用可能であると考える。 
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